
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～幼保小の子どもの学びと育ちをつなぐ～ 第１０号 
令和６年１１月発行 

京都市教育委員会 学校指導課 
幼保小の架け橋プログラム担当 

TEL:075-222-3746 

「京都市幼保小の架け橋プログラム手引き」及び「概要版」を 
活用し、幼保小の架け橋プログラムに取り組みましょう！！ 
 

全市立小学校・就学前施設のみなさんにお届けしたこの手引きは、令和７年度から全
ての京都市立小学校区で幼保小の架け橋プログラムの取組を実施し、架け橋期の教
育・保育の充実を図るための手引書です。 

 
◆「京都市幼保小の架け橋プログラム手引き」 

◆「概要版」 いつでも手に取って、見て、活用していただきやすいように手引きを８ページにまとめたものです。
架け橋プログラムの意義や京都市の方針、進め方に加え、具体的取組の１６のポイントを４つのフェ
ーズ毎に提示しています。年間の取組計画のモデル案として、架け橋カレンダーも掲載しています。 

手引きの内容は、幼保小接続（架け橋プログラム）研修会（次ページ）で詳しく説明します。 
幼保小の架け橋プログラムの実践にぜひご活用ください!! 

 

京都市幼保小の架け橋プログラム手引きや概要版は京都市教育委員会ＨＰにも掲載しています。
https://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/page/0000334387.html 

京都教育大学教育学部 教授 

必見 

実践編  

・研究ブロックの研究概要・架け橋期のカリキュラム 

・幼児期の学びの芽生え…６事例 

・スタートカリキュラム…８事例 

・つながりのある保育・授業…９事例 

・子ども同士の交流…９事例 

・大人同士の取組…５事例 

 

必携 

実際の交流で活用できる「幼保小交流活動参観シート
の様式」や「架け橋期のカリキュラムの様式例」を京都市教
育委員会ホームページに掲載。ご活用ください。

 

理論編  

・幼保小の架け橋プログラムとは 
・京都市の現状と方針 
・京都市における架け橋プログラムの方針 Q&A 
・幼保小の架け橋プログラムの進め方（フェーズ）の

イメージと実施状況チェックリスト 
・各小学校ブロックの具体的な進め方 
・幼保小の架け橋プログラム 年間計画例 
・幼保小連携・接続主任（小学校）の役割 
・幼児教育と小学校教育のつながり 
・京都市「架け橋期のカリキュラム」例の解説 
・京都市「架け橋期のカリキュラム」例 

実
践
編
か
ら 

 

京都市の架け橋プログラムとは？ 

そもそも幼児教育と小学校教育
は違いもあるけど、学びはつな
がっているってことなんだ！ 
幼児教育と小学校教育で育む
資質・能力がつながり、０歳から
１８歳までを見通した時に、架け
橋期は、生涯の学びの基盤とな
る時期なんだね 

どこと連携する？何から始める？
まずは Q&A を見てみよう！ 

具体的には、何をどのように取
り組むの？ 
自校ブロックはどのフェーズ段
階にあるのかチェックして、自
校園の架け橋プログラムの進
捗を確認しながら取り組もう！ 

幼稚園や保育園での活動がよく
分かり、子どもの姿からこうやって
10 の姿を見取っていくんだね 

３研究ブロックは地域の実態に
応じた取組をしているね。参考
にしよう！ 

こんな子ども同士の交流や大人
同士の取組もできるんだね。ヒント
にしよう！ 

なるほど！授業での環境や教師の 
言葉かけなど参考になるなぁ 

幼児期とのつながり 

生活科だけじゃなく、他教科の実践事例も！ 

前ページの「いろみずあそび」と併せて見ると、小学校は幼児の
活動や学びを踏まえることができるし、就学前施設は小学校の授
業を見通すことができるね！ 

項目ごとに、たくさんの実践事
例が載っているね。自校ブロッ
クでも参考にできる取組があり
そうだ 

スタートカリキュラムの具体例が分
かる！！環境選定など参考にしよう！ 

https://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/page/0000334387.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※詳細は京都市教育委員会 HP の２次案内をご覧ください。 https://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/page/0000329069.html  

令和７年２月１４日（金）9:30～17:00 

 ぜひご参加ください ～地域ぐるみで進める幼保小の連携・接続の京都モデルを目指して～ 

分科会（午前） 各研究ブロック（御所南小・下京雅小・竹田小）公開授業・保育、取組報告 
全体会（午後） ロームシアター京都 サウスホール 

京都市における幼保小の架け橋プログラム取組概要 
         研究指定校園の実践報告 
         パネルディスカッション 

内容 

 申込 市立小学校教員：e­アンサー【１１月１５日～２９日】でお申し込みください。 
上 記 以 外 の 方：2 次案内の二次元バーコードまたは、URL からお申込みください。 
  申込期間  12 月５日(木)～２月３日（月） 

※アーカイブ配信視聴あり   

              今からはじめる 幼保小の架け橋プログラム !! 

 

 

れっつ ちゃれんじ!! 

 
令和 7 年度から全市立小学校区で幼保小の架け橋プログラムを実施するにあたり、京都市の方針や取組についての

理解を深めるための研修です。 
内容  ・京都市幼保小の架け橋プログラムの手引きをもとに本市の方針等の説明 

・本調査研究事業の有識者コーディネーターである京都教育大学 教授 古賀松香氏のご講演 
オンデマンド配信あり  ・市立校園の教職員には、ＳＭＡＲＴ ＰＯＴＡＬで配信 

・就学前施設には、こどもみらい館第 10 回共同機構研修会として配信 

幼保小接続（架け橋プログラム）研修会 

11 月 25 日（月） １５：００～１６：３０  Ｙ９０４Ｂ２３ (10/23 付通知) 

参加対象：市立小学校・幼稚園の管理職（悉皆）  希望する幼保小連携・接続主任・１年生担任 

京都市幼保小架け橋シンポジウム 

半日入学を工夫してみましょう！ 

〈実践研究校 半日入学〉 

「京都市 幼保小の架け橋プログラム手引き」と
「概要版」をお手元にご用意ください！！ 

➡子どもたちにとっても教職員にとっても有意義な半日入学となりますように！ 

 

特別講演 
講師 文部科学省 幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会委員長 

白梅学園大学     名誉教授   無藤 隆氏 

  

子
ど
も
の
生
活
の
中
に
あ
る
飼
育
・
栽
培
活
動
の
意
義 

 

先
日
、
１
年
生
の
生
活
科
の
授
業
を
見
て
き
ま
し
た
。
ず
っ
と

飼
っ
て
い
る
虫
や
ザ
リ
ガ
ニ
が
、
も
っ
と
喜
ぶ
よ
う
な
家
や
遊
び

場
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
内
容
で
、
一
人
一
人
が
主
体
性
を
も
っ
て

活
動
し
、
生
き
物
へ
の
相
手
意
識
を
も
っ
て
、
仲
間
と
話
し
合
っ

て
共
通
の
目
的
に
向
か
う
授
業
で
し
た
。
何
よ
り
、
全
員
が
「
夢

中
」
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。 

 

昔
、
小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
私
は
「
教
科
書
に
カ
タ
ツ
ム
リ
が

あ
る
か
ら
」
「
４
年
生
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
育
て
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
」
と
い
う
だ
け
で
「
そ
の
奥
の
大
き
な
意
義
」
を
わ
か

っ
て
い
な
い
情
け
な
い
教
師
だ
っ
た
と
大
反
省
で
す
。 

 

そ
の
私
が
、
幼
稚
園
に
異
動
し
て
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
日
常

生
活
の
中
に
、
飼
育
・
栽
培
活
動
が
あ
り
、
幼
稚
園
で
「
生
き
物

と
暮
ら
す
」
「
四
季
折
々
の
花
や
野
菜
を
育
て
る
」
こ
と
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
環
境
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
春
に
は
夏

に
咲
く
花
や
野
菜
の
種
を
ま
き
、
初
夏
に
は
ミ
カ
ン
の
木
に
ア
ゲ

ハ
の
幼
虫
が
育
ち
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植

え
、
秋
に
は
バ
ッ
タ
が
育
つ
よ
う
に
雑
草
を
残
し
、
冬
に
は
隣
の

小
学
校
の
１
年
生
と
焼
き
芋
を
し
て
食
べ
、
カ
メ
を
冬
眠
さ
せ
春

を
待
つ
等
々
。
時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
幼
稚
園
だ
か
ら
こ
そ
で
す

が
、
子
ど
も
に
、
収
穫
の
喜
び
、
生
き
物
へ
の
愛
着
心
、
命
の
尊

さ
、
不
思
議
さ
、
畏
敬
の
念
を
育
て
る
こ
と
が
大
き
な
意
義
な
の

だ
と
学
び
ま
し
た
。
幼
保
で
の
飼
育
・
栽
培
活
動
の
体
験
は
、
小

学
校
で
の
学
び
に
生
き
る
は
ず
で
す
。
幼
保
小
で
「
つ
な
が
る
保

育
・
教
育
」 

に
な
る
と 

思
い
ま
す
。 
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昌
子
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か
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こ
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京
都
市
教
育
委
員
会 

学
校
指
導
課 

参
与  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

市
立
小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
・
教
頭
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
田
幼
稚
園
長
、
市
教
委
首
席
指
導
主
事
を 

経
て
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
現
職
。 

 

コ
ラ
ム 

 
 
 

な
か
に
し
サ
ン
ヨ
の  

幼
分
補
給 

 ●全校体制で取り組めば、誰が 1 年生の担任になっても、入学後の関わり等に生かすことができ、 
架け橋期の児童理解を深めるには有効な取組となります！ 

例えば 
・安心して、親しみを感じられるような工夫を！    
・幼児教育の環境に近い形での活動や遊びを 

取り入れて！ 
・友達と触れあう時間をつくって！ 

 

〇入学を楽しみにしながらも、不安もある子ど
もたちにとっては、優しい頼りになる先生方
がいることを知る大切な機会に。 

〇教師にとっては、「子どもがどんなことに興
味をもっているのか」「出会った友達とどの
ように関わるのか」「困った時にはどのよう
にしているのか」等を見取る機会に。  

 

https://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/page/0000329069.html

